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研究課題名「肝門部胆管癌の経乳頭的生検検体における FGFR2 遺伝子変異の診

断精度」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は 2015年 1月 1 日～2025年 7月 31 日までに名古屋大学医学部附属病

院で、内視鏡検査で肝門部胆管癌と診断され、手術を受けられた 18歳以上の方です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：近年 Fibroblast growth factor receptor 2 (FGFR2)という遺伝子に対す

る治療薬が開発され、胆道癌に対しても使用できるようになっています。しかし、肝門部

胆管癌は内視鏡下に組織を採取することが難しく、癌の部分にどのような遺伝子が発現し

ているかを網羅的に調べることが困難でした。しかし、FGFR2 遺伝子１つだけであれば少

量の組織でも解析できる可能性があります。 

 

研究方法： 

名古屋大学医学部附属病院で保存されている手術検体から癌の部分を切り出し、

FGFR2遺伝子が発現しているかどうかを調べます。手術検体で発現がみられた場合には、

内視鏡下に採取した生検検体でも同じ遺伝子が発現しているかどうかを調べ、両者が一

致するかどうかを検討します。 

研究に用いる研究費はエーザイ株式会社と契約を締結し、提供を受け、研究責任者は、研

究終了時にエーザイ株式会社へ総括報告書を提出しますが、同社は本研究の研究計画書等

の立案、作成及びデータの統計解析を含む評価に一切介入いたしません。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2027年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

血液データ、CTや MRI、超音波画像、内視鏡画像、病理検査所見、手術検体、生検検体

における遺伝子発現の様式と診断後の治療経過についてカルテ上のデータを収集しま

す。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

手術検体、生検検体は外部検査機関へ委託し遺伝子の発現状況を調べます。得られた結

果は国際医療福祉大学と共有します。 



 

 

 

 

５．研究組織 

研究代表者：名古屋大学大学院医学系研究科 消化器内科学 教授 川嶋啓揮 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科 消化器内科学 教授 川嶋啓揮 

研究分担者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 消化器内科 講師 石川卓哉 

名古屋大学大学院医学系研究科 消化器内科 助教 山雄健太郎 

名古屋大学大学院医学系研究科 臨床研究教育学 助教 高田善久 

名古屋大学大学院医学系研究科 消化器内科学 大学院生 平野智也 

共同研究者： 

国際医療福祉大学医学部 成田病院 病理・病理診断科 教授 小無田美菜 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希

望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。また、試料・情報

が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承

いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。そ

の場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  研究責任者： 

名古屋大学医学部附属病院 消化器内科学 教授・川嶋啓揮 

住所：〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 

直通電話番号：052-744-2602 

FAX番号：052-744-2602 

Email：kawashima.hiroki.p5@f.mail.nagoya-u.ac.jp 

 

研究代表者： 

名古屋大学医学部附属病院 消化器内科学 教授・川嶋啓揮 

住所：〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 

直通電話番号：052-744-2602 

FAX番号：052-744-2602 

Email：kawashima.hiroki.p5@f.mail.nagoya-u.ac.jp 

 


